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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、CBP/p300と相互作用してヒト遺伝子CYP11A1を制御するジンクフィンガー転写制御タンパク質をコードしています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2014年7月],機能：CYP11A1の転写を活性化します。CREBBPおよびEP300との相互作用により、CYP11A1の相乗的な転写活性化が引き起こされます。,類似性：1つのELM2ドメインを含みます。,類似性：1つのSANTドメインを含みます。,類似性：3つのC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,サブユニット：CREBBPおよびEP300と相互作用します。,組織特異性：胸腺、精巣、副腎皮質で最も高い発現が見られ、副腎髄質、甲状腺、胃でも発現しています。ステロイド生成性のJEG-3細胞およびMCF-7細胞では高い発現が見られ、非ステロイド生成性のHepG2細胞およびHK293細胞では低い発現が見られました。
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	TREF1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

